
(57)【要約】

【課題】涙道内に直接挿入して涙道全長にわたり良好な

画像を得ることができ、かつ涙道内腔への仮道形成など

の傷害を回避しながら容易に観察できる、改良された涙

道内視鏡を提供する。

【解決手段】涙道内視鏡１は、涙道内に挿入される挿入

部１１と、挿入部１１の基端側に接続されたアダプター

１３とを備える。挿入部１１は、基端側に位置する直線

部１１１と、その対物側に位置する所定長の曲線部１１

２とを有する。曲線部１１２は、その中心線上を通る円

弧Ｐの曲率半径（ｒ）が、２０ｍｍ以上３０ｍｍ以下の

範囲内にあるように、また、挿入部１１の先端部から対

物方向に延長した光学軸Ｅが、直線部１１１の中心線を

対物側長手方向に延長した軸Ｘとなす角度（θ）が、２

０°以上３０°以下の範囲内にあるよう形成されてい

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
画 像 伝 送 用 の イ メ ー ジ ガ イ ド と 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド の 先 端 に 位 置 す る 対 物 レ ン ズ と 、 ラ
イ ト ガ イ ド と 、 内 装 チ ュ ー ブ と 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド 、 対 物 レ ン ズ 、 ラ イ ト ガ イ ド お よ び
内 装 チ ュ ー ブ を 収 納 す る 外 套 チ ュ ー ブ と か ら 構 成 さ れ た 挿 入 部 と 、
前 記 挿 入 部 基 端 側 に 接 続 さ れ 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド お よ び ラ イ ト ガ イ ド を 分 岐 す る 分 岐 コ
ー ド を 有 す る ア ダ プ タ ー と を 備 え 、
前 記 挿 入 部 は 、 そ の 基 端 側 に 位 置 す る 直 線 部 と 、 そ の 対 物 側 に 位 置 す る 所 定 長 の 曲 線 部 と
を 有 し 、
前 記 曲 線 部 は 、 前 記 曲 線 部 の 曲 率 半 径 （ ｒ ） が ２ ０ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 と な る よ う に 形
成 さ れ 、 お よ び
前 記 挿 入 部 先 端 か ら 対 物 方 向 に 延 び る 光 学 軸 が 前 記 直 線 部 の 長 手 方 向 軸 と な す 角 度 （ θ ）
を ２ ０ °以 上 ３ ０ °以 下 と し た 、
涙 道 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 曲 率 半 径 （ ｒ ） が ２ ３ ｍ ｍ 以 上 ２ ９ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ 前 記 角 度 （ θ ） が ２ １ °以
上 ２ ６ °以 下 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 涙 道 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 曲 率 半 径 （ ｒ ） が ２ ４ ｍ ｍ 以 上 ２ ９ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ 前 記 角 度 （ θ ） が ２ １ °以
上 ２ ５ °以 下 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 涙 道 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 分 岐 コ ー ド を 下 側 と し た と き 、 前 記 曲 線 部 の 曲 率 中 心 が 上 側 に 位 置 す る よ う に 、 前 記
曲 線 部 が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 涙 道 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鼻 涙 管 結 石 、 鼻 涙 管 狭 窄 、 鼻 涙 管 閉 塞 な ど の 涙 道 疾 患 の 検 査 、 診 断 の た め に 用
い ら れ 、 ま た は 涙 道 疾 患 の 治 療 術 に 併 用 さ れ る 、 改 良 さ れ た 涙 道 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
涙 道 は 、 涙 が 鼻 腔 へ 流 れ 出 る 道 で あ る 。
図 ６ は 、 人 の 涙 器 図 で あ る 。 図 示 の と お り 、 目 の 内 部 の 鼻 側 に は 、 上 涙 点 ６ １ と 下 涙 点 ６
２ と 呼 ば れ る ２ つ の 小 さ な 孔 が あ り 、 こ れ ら 上 涙 点 ６ １ お よ び 下 涙 点 ６ ２ か ら は じ ま り 、
上 下 の 涙 小 管 ６ ３ ， ６ ４ お よ び 総 涙 小 管 ６ ５ を 通 じ て 涙 嚢 ６ ６ に 至 る 道 が 形 成 さ れ て い る
。 鼻 涙 管 ６ ７ は 、 涙 嚢 ６ ６ か ら 下 方 に 延 び 、 涙 嚢 ６ ６ と 鼻 腔 ６ ８ と を 連 通 し て い る 。 眼 窩
部 涙 腺 ７ １ お よ び 眼 瞼 部 涙 腺 ７ ２ か ら 分 泌 さ れ 、 排 出 管 ７ ３ か ら 眼 球 ８ １ の 表 面 に 排 出 さ
れ る 涙 は 、 上 涙 点 ６ １ お よ び 下 涙 点 ６ ２ 、 上 下 の 涙 小 管 ６ ３ ， ６ ４ 、 総 涙 小 管 ６ ５ 、 涙 嚢
６ ６ 、 鼻 涙 管 ６ ７ を 通 り 鼻 腔 ６ ８ に 至 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
鼻 涙 管 結 石 、 鼻 涙 管 狭 窄 、 鼻 涙 管 閉 塞 な ど が 原 因 で 、 涙 道 を 通 じ た 涙 の 排 出 が 阻 害 さ れ る
と 、 涙 が い つ も 溢 れ 出 て し ま う 流 涙 症 な ど の 症 状 を 引 き 起 こ す 。 流 涙 症 の 患 者 に 対 し 、 ブ
ジ ー と 呼 ば れ る 直 の 金 属 棒 を 涙 点 か ら 挿 入 し 治 療 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら
、 涙 道 を 構 成 す る 部 位 組 織 は 極 め て 軟 質 で あ る た め 、 ま た 、 従 来 、 涙 道 内 腔 の 状 態 を 全 く
見 る こ と が で き な か っ た た め 、 ブ ジ ー の プ ロ ー ビ ン グ に よ っ て 仮 道 を 誤 っ て 形 成 さ せ る お
そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
近 年 、 挿 入 部 外 径 が １ ｍ ｍ 以 下 の 極 細 径 内 視 鏡 が 開 発 さ れ 、 従 来 の ブ ジ ー の 盲 目 的 な 挿 入
に 代 わ り 、 か か る 極 細 径 内 視 鏡 を 用 い る 試 み が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し な が ら 、 極 細 径 内 視 鏡 の 先 端 は 直 の 円 柱 状 で あ る た め 、 内 視 鏡 を 涙 道 内 に 直 接 挿 入
す る こ と は 、 直 の ブ ジ ー の 挿 入 と 同 様 、 涙 道 内 腔 組 織 を 傷 害 し あ る い は 仮 道 を 誤 っ て 形 成
さ せ る お そ れ が あ る 。 し た が っ て 、 従 来 の 涙 道 医 療 の 分 野 で は 、 内 視 鏡 を 涙 道 内 に 直 接 挿
入 す る 方 法 は 、 涙 道 の 一 部 分 の 観 察 を 可 能 と す る も の の 、 涙 道 全 長 の 確 実 な 観 察 の 目 的 に
は 適 さ な い と 考 え ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 涙 道 内 に 直 接 挿 入 し て 涙 道 全 長 に わ た り 良 好 な 画 像 を 得 る こ と
が で き 、 か つ 涙 道 内 腔 へ の 仮 道 形 成 な ど の 傷 害 を 回 避 し な が ら 容 易 に 観 察 で き る 、 改 良 さ
れ た 涙 道 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 涙 点 か ら 鼻 涙 管 に 至 る 涙 道 内 へ の 直 接 挿 入 手 技 お よ び 鼻 涙 管
内 の 観 察 手 技 に 際 し 、 内 視 鏡 の 持 ち 手 部 分 が 障 害 と な る の を 回 避 す る 、 改 良 さ れ た 涙 道 内
視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 は 、 画 像 伝 送 用 の イ メ ー ジ ガ イ ド
と 、 イ メ ー ジ ガ イ ド の 先 端 に 位 置 す る 対 物 レ ン ズ と 、 ラ イ ト ガ イ ド と 、 内 装 チ ュ ー ブ と 、
イ メ ー ジ ガ イ ド 、 対 物 レ ン ズ 、 ラ イ ト ガ イ ド お よ び 内 装 チ ュ ー ブ を 収 納 す る 外 套 チ ュ ー ブ
と か ら 構 成 さ れ た 挿 入 部 と 、 挿 入 部 基 端 側 に 接 続 さ れ 、 イ メ ー ジ ガ イ ド お よ び ラ イ ト ガ イ
ド を 分 岐 す る 分 岐 コ ー ド を 有 す る ア ダ プ タ ー と を 備 え る 。 挿 入 部 は 、 そ の 基 端 側 に 位 置 す
る 直 線 部 と 、 そ の 対 物 側 に 位 置 す る 所 定 長 の 曲 線 部 と を 有 し て い る 。 曲 線 部 は 、 そ の 曲 率
半 径 （ ｒ ） が ２ ０ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 と な る よ う 形 成 さ れ て い る 。 こ の と き 、 挿
入 部 先 端 か ら 対 物 方 向 に 延 び る 光 学 軸 が 直 線 部 の 長 手 方 向 軸 と な す 角 度 （ θ ） は 、 ２ ０ °
以 上 ３ ０ °以 下 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
涙 道 は 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 涙 嚢 と 、 涙 嚢 か ら そ の 下 方 に 延 び る 細 長 い 鼻 涙 管 と を 含 ん
で い る 。 上 記 の 曲 線 部 の 曲 率 半 径 （ ｒ ） の 範 囲 と 、 挿 入 部 先 端 か ら 対 物 方 向 に 延 び る 光 学
軸 が 直 線 部 の 長 手 方 向 軸 と な す 角 度 （ θ ） の 範 囲 は 、 涙 点 か ら 鼻 涙 管 の 最 下 方 に 位 置 す る
鼻 涙 管 開 口 部 （ 鼻 腔 と の 連 通 部 ） に 至 る ま で の 涙 道 全 長 に わ た り 、 ほ ぼ 良 好 な 画 像 を 得 る
た め 、 お よ び 涙 道 内 腔 へ の 仮 道 形 成 な ど の 傷 害 を 回 避 し な が ら 容 易 に 観 察 で き る よ う に す
る た め に 必 要 な 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 で は 、 前 記 曲 率 半 径 （ ｒ ） を ２ ３ ｍ ｍ 以 上 ２ ９ ｍ ｍ 以 下 と し 、
か つ 前 記 角 度 （ θ ） を ２ １ °以 上 ２ ６ °以 下 と す る 。 こ れ に よ り 、 涙 道 全 長 に わ た り よ り
良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 本 発 明 の 更 に 好 ま し い 実 施 態 様 で は 、 前 記 曲 率 半 径 （ ｒ
） を ２ ４ ｍ ｍ 以 上 ２ ９ ｍ ｍ 以 下 と し 、 か つ 前 記 角 度 （ θ ） を ２ １ °以 上 ２ ５ °以 下 と す る
こ と に よ っ て 、 涙 道 全 長 に わ た り す こ ぶ る 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 で は 、 前 記 分 岐 コ ー ド を 下 側 と し た と き 、 前 記 曲 線 部 の
曲 率 中 心 が 上 側 に 位 置 す る よ う に 、 前 記 曲 線 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 涙 道 内 視
鏡 の 持 ち 手 に 相 当 す る ア ダ プ タ ー 、 な い し そ の ア ダ プ タ ー か ら 分 岐 す る 分 岐 コ ー ド が 、 手
技 中 に 眼 窩 上 縁 そ の 他 の 部 位 に 干 渉 し 、 障 害 と な る の を 有 効 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 以 下 に 記
述 す る 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 技 術 思 想 の 範 囲
内 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 な の は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 １ の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
涙 道 内 視 鏡 １ は 、 涙 道 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ １ と 、 挿 入 部 １ １ の 基 端 側 に 接 続 さ れ た ア
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ダ プ タ ー １ ３ と を 備 え る 。 挿 入 部 １ １ は 、 基 端 側 に 位 置 す る 直 線 部 １ １ １ と 、 そ の 対 物 側
に 位 置 す る 所 定 長 の 曲 線 部 １ １ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ は 、 涙 道 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ １ を 示 す 拡 大 図 で あ り 、 挿 入 部 １ １ は 、 そ の 基 端 側 か ら
対 物 側 に 向 か っ て 、 長 さ Ｌ １ を 有 す る 直 線 部 １ １ １ と 、 中 心 線 の 長 さ Ｌ ２ を 有 す る 曲 線 部
１ １ ２ と 、 先 端 部 １ １ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ は 、 挿 入 部 １ １ の 先 端 部 １ １ ３ 近 傍 の 構 造 を 示 す 拡 大 縦 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 ３ 中 の Ｉ
－ Ｉ 線 で 切 断 し た と き の 拡 大 横 断 面 図 で あ る 。 挿 入 部 １ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 像 伝
送 用 の イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ と 、 イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ の 先 端 に 位 置 す る 対 物 レ ン ズ ２ ２ と 、
照 明 用 の 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ と 、 内 装 チ ュ ー ブ ２ ４ と 、 イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ 、 対 物
レ ン ズ ２ ２ 、 ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ お よ び 内 装 チ ュ ー ブ ２ ４ を 収 納 す る 外 套 チ ュ ー ブ ２ ５ か ら
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ に 戻 っ て 、 ア ダ プ タ ー １ ３ の 対 物 側 に は 、 挿 入 部 １ １ の 外 套 チ ュ ー ブ の 外 径 と ほ ぼ 等
し い 内 径 を 有 し 、 挿 入 部 １ １ の 直 線 部 １ １ １ の 基 端 近 傍 を 同 軸 状 に 支 持 す る 、 補 強 ス リ ー
ブ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ア ダ プ タ ー １ ３ は Ｙ 分 岐 構 造 を 有 し て お り 、 し た が っ て ア ダ プ タ ー １ ３ の 下 方 に は 、 斜 め
後 方 に 延 び る 分 岐 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 分 岐 コ ー ド １ ４ は 、 分 岐 部 １ ５ を 介 し て 、 イ
メ ー ジ ガ イ ド ２ １ お よ び ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ を ア ダ プ タ ー １ ３ か ら 分 岐 し て 外 部 に 延 長 す る
た め の コ ー ド で あ り 、 イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ と ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ の バ ン ド ル と を 所 定 の 被 覆
材 に よ っ て 一 体 的 に 被 覆 し た 構 成 を 有 す る 。 分 岐 コ ー ド １ ４ は 、 ア ダ プ タ ー １ ３ か ら 分 岐
し た イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ と ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ の バ ン ド ル を 、 図 示 し な い 画 像 モ ニ タ ー お よ
び 照 明 装 置 に 導 く 。 イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ の 観 察 側 端 は 、 図 示 し な い 画 像 モ ニ タ ー に 、 ラ イ
ト ガ イ ド ２ ３ の バ ン ド ル は 、 図 示 し な い 照 明 装 置 に 、 そ れ ぞ れ 光 学 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ア ダ プ タ ー １ ３ の 後 方 に は 、 図 示 し な い シ リ ン ジ の 排 出 端 が 嵌 合 す る レ セ プ タ ク ル を 有 す
る コ ネ ク タ ー １ ７ が 、 延 長 部 １ ６ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 内 装 チ ュ ー ブ ２ ４ の 後 端 に コ
ネ ク タ ー １ ７ が 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ ー １ ７ か ら 延 長 部 １ ６ 、 ア ダ プ タ ー １ ３
、 お よ び 挿 入 部 １ １ を 通 り 、 挿 入 部 １ １ の 先 端 に 至 る 流 体 チ ャ ン ネ ル ２ ６ が 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ お よ び 図 ４ を 再 び 参 照 し て 、 画 像 伝 送 用 の イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ の 先 端 側 に は 、 イ メ ー
ジ ガ イ ド ２ １ の 径 と ほ ぼ 同 一 径 を 有 す る 円 柱 状 の 対 物 レ ン ズ ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 内 装
チ ュ ー ブ ２ ４ は 、 所 定 の 厚 さ を 有 す る 細 径 管 で あ り 、 内 部 に 液 体 チ ャ ン ネ ル ２ ６ を 形 成 す
る 。 液 体 チ ャ ン ネ ル ２ ６ は 、 例 え ば 、 シ リ ン ジ か ら 洗 浄 用 の 生 理 食 塩 水 を 注 入 し 涙 道 内 腔
を 洗 浄 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
外 套 チ ュ ー ブ ２ ５ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 な ど の 耐 食 性 と 剛 性 を 有 す る 材 料 か ら 構 成 さ れ た 所 定
の 厚 さ を 有 す る 管 で あ る 。 ま た 、 照 明 用 の 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ は 、 イ メ ー ジ ガ イ ド
２ １ お よ び 対 物 レ ン ズ ２ ２ と 、 内 装 チ ュ ー ブ ２ ４ と 、 外 套 チ ュ ー ブ ２ ５ の 内 壁 と の 隙 間 を
埋 め る よ う に 、 長 手 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
涙 道 内 視 鏡 に 適 し た 外 径 １ ｍ ｍ 以 下 の 極 細 径 の 挿 入 部 １ １ に あ っ て は 、 イ メ ー ジ ガ イ ド ２
１ の 外 径 は 好 ま し く は ０ ． ３ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 イ メ ー ジ ガ イ ド ２ １ は 、 石 英 系 光 フ ァ イ バ
ー バ ン ド ル の 他 、 プ ラ ス チ ッ ク 系 光 フ ァ イ バ ー 又 は 多 成 分 ガ ラ ス 系 光 フ ァ イ バ ー の 束 で 構
成 し て も よ く 、 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 石 英 系 光 フ ァ イ バ ー を 使 用 す る 場 合 、
石 英 ガ ラ ス コ ア と そ の 周 囲 の ク ラ ッ ド か ら 構 成 さ れ た 光 フ ァ イ バ ー を 約 ６ ０ ０ ０ 本 束 ね 、
そ れ ら の 周 囲 に 漏 光 防 止 用 の 被 覆 層 を 設 け た 構 造 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 対 物 レ ン ズ ２ ２ は 、 図 ３ 示 す よ う な ロ ッ ド レ ン ズ の 他 、 複 数 枚 の レ ン ズ を 組 み 合 わ
せ た 光 学 レ ン ズ ユ ニ ッ ト で あ っ て も よ い 。 更 に 、 ラ イ ト ガ イ ド ２ ３ の 本 数 は 特 に 限 定 す る
も の で は な く 、 ま た そ の 材 質 は 、 石 英 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 多 成 分 ガ ラ ス な ど の 公 知 の 材 質 か
ら 任 意 に 選 択 で き る 。 外 套 チ ュ ー ブ ２ ５ の 材 料 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ） が 好 適 に 用 い
ら れ る が 、 そ れ 以 外 の 比 較 的 硬 質 な プ ラ ス チ ッ ク 、 金 属 ま た は そ れ ら の 複 合 材 を 用 い て い
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ５ は 、 挿 入 部 １ １ の 対 物 側 に 位 置 す る 曲 線 部 １ １ ２ の 曲 線 構 造 を 説 明 す る た め の 模 式 図
で あ る 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ １ は 、 前 述 の と お り 、 基 端 側
か ら 対 物 側 に 向 か っ て 、 直 線 部 １ １ １ 、 曲 線 部 １ １ ２ 、 お よ び 先 端 部 １ １ ３ を 有 す る 。 直
線 部 １ １ １ と 外 套 チ ュ ー ブ ２ ５ 内 に 対 物 レ ン ズ ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 先 端 部 １ １ ３ に 挟 ま
れ た 曲 線 部 １ １ ２ は 、 第 １ に 、 そ の 中 心 線 上 を 通 る 円 弧 Ｐ の 曲 率 半 径 （ ｒ ） が 、 ２ ０ ｍ ｍ
以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 内 に あ る よ う 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 曲 線 部 １ １ ２ は 、 第 ２ に 、 直 線 部 １ １ １ の 中 心 線 を 対 物 側 長 手 方 向 に 延 長 し た 軸 を
Ｘ と し 、 挿 入 部 １ １ の 先 端 部 １ １ ３ か ら 対 物 方 向 に 延 長 し た 光 学 軸 を Ｅ と す る と 、 光 学 軸
Ｅ が 軸 Ｘ と な す 角 度 （ θ ） が 、 ２ ０ °以 上 ３ ０ °以 下 の 範 囲 内 に あ る よ う 形 成 さ れ て い る
。
な お 、 図 ２ お よ び 図 ５ か ら 明 ら か な と お り 、 円 弧 Ｐ の 曲 率 半 径 （ ｒ ） 、 角 度 （ θ ） 、 お よ
び 曲 線 部 １ １ ２ の 中 心 線 上 の 長 さ （ Ｌ ２ ） と の 間 に は 、 Ｌ ２ ＝ （ θ ／ １ ８ ０ °） ×π ×ｒ
（ ｍ ｍ ） の 関 係 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 曲 線 部 １ １ ２ の 曲 率 中 心 Ｏ に 関 し 、 分 岐 コ ー ド １ ４ を 涙 道 内 視 鏡 １ の 下 側 と し た と
き に 、 円 弧 Ｐ の 曲 率 中 心 Ｏ が 涙 道 内 視 鏡 １ の 上 側 に 位 置 す る よ う に 選 ば れ て い る 。 涙 道 内
視 鏡 １ の 持 ち 手 に 相 当 す る ア ダ プ タ ー １ ３ の 分 岐 部 １ ５ と 、 分 岐 部 １ ５ を 介 し て 斜 め 後 方
に 延 び る 分 岐 コ ー ド １ ４ が 、 手 技 中 に 眼 窩 上 縁 そ の 他 の 部 位 に 干 渉 す る こ と を 防 止 す る た
め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ に 、 曲 線 部 の 曲 率 半 径 （ ｒ ） を ２ ０
ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 と し 、 第 ２ に 、 挿 入 部 先 端 か ら 対 物 方 向 に 延 び る 光 学 軸 が 直
線 部 の 長 手 方 向 軸 と な す 角 度 （ θ ） を ２ ０ °以 上 ３ ０ °以 下 の 範 囲 と す る こ と は 、 図 ６ に
示 し た 上 涙 点 ６ １ ま た は 下 涙 点 ６ ２ か ら 、 鼻 涙 管 ６ ７ の 最 下 方 に 位 置 す る 鼻 涙 管 開 口 部 ６
９ （ 鼻 腔 ６ ８ と の 連 通 部 ） に 至 る ま で の 涙 道 全 長 に わ た り 、 ほ ぼ 良 好 な 画 像 を 得 る た め 、
お よ び 涙 道 内 腔 へ の 仮 道 形 成 な ど の 傷 害 を 回 避 し な が ら 容 易 に 観 察 で き る よ う に す る た め
に 必 要 な 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 に よ り 特 定 さ れ る 構 成 の 曲 線 部 １ １ ２ を 有 す る 挿 入 部 １ １ は 、 以 下 の よ う に し て 製 造
す る こ と が で き る 。 ま ず 、 所 定 長 の 真 直 ぐ な 外 套 チ ュ ー ブ に 、 イ メ ー ジ ガ イ ド 、 対 物 レ ン
ズ 、 ラ イ ト ガ イ ド 、 お よ び 内 装 チ ュ ー ブ を 引 き 込 み 収 納 し 、 対 物 側 端 の み を 接 着 剤 な ど に
よ り 一 体 化 す る 。 次 い で 、 所 望 の 曲 率 半 径 （ ｒ ） よ り も 若 干 小 さ い 曲 率 半 径 ま た は 半 径 の
曲 面 を 有 す る ジ グ に 対 物 側 端 を 固 定 し て 曲 げ 応 力 を 加 え る こ と に よ り 、 所 望 の 曲 率 半 径 （
ｒ ） お よ び 角 度 （ θ ） の 範 囲 を 有 す る 曲 線 部 付 き の 挿 入 部 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 の 有 効 性 を 確 認 す る た め に 、 挿 入 部 の 全 長 を 約 ５ ２
ｍ ｍ 、 直 線 部 長 さ （ Ｌ １ ） を ４ ０ ｍ ｍ 、 曲 線 部 長 さ （ Ｌ ２ ） を １ ０ ． ５ ｍ ｍ に 設 定 し 、 曲
率 半 径 （ ｒ ） お よ び 角 度 （ θ ） の 値 を 様 々 に 変 更 し た 涙 道 内 視 鏡 を ９ 本 試 作 し た 。 こ こ で
、 挿 入 部 の 外 径 は 約 ０ ． ９ ｍ ｍ 、 イ メ ー ジ ガ イ ド の 外 径 は 約 ０ ． ３ ｍ ｍ 、 視 野 角 は ６ ０ °
で あ っ た 。
成 人 ３ ０ 例 を 対 象 と し て 、 試 作 し た 涙 道 内 視 鏡 を 涙 道 内 に 直 接 挿 入 し 、 涙 道 内 腔 の 観 察 を
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試 み た 。 な お 、 生 理 食 塩 水 を 入 れ た シ リ ン ジ を ア ダ プ タ ー 後 方 の コ ネ ク タ ー に 挿 入 し 、 適
宜 、 内 視 鏡 の 流 体 チ ャ ン ネ ル か ら 生 理 食 塩 水 を 流 し た 。
次 の 表 １ に 観 察 結 果 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
角 度 （ θ ） が １ ９ 度 以 下 、 曲 率 半 径 （ ｒ ） が ３ １ ． ７ ｍ ｍ 以 下 の 場 合 （ 試 作 Ｎ ｏ ． １ ～ ４
） 、 涙 嚢 の 観 察 は 可 能 で あ っ た が 、 鼻 涙 管 内 の 観 察 に は 支 障 が あ る 場 合 が 散 見 さ れ 、 鼻 涙
管 開 口 部 は 全 く 観 察 で き な か っ た 。 角 度 （ θ ） が ２ ６ °、 曲 率 半 径 （ ｒ ） が ２ ３ ． １ ｍ ｍ
の 場 合 （ 試 作 Ｎ ｏ ． ８ ） 、 鼻 涙 管 内 お よ び 鼻 涙 管 開 口 部 を ほ ぼ 良 好 に 観 察 で き た 。 角 度 （
θ ） を ２ １ °～ ２ ５ °、 曲 率 半 径 （ ｒ ） を ２ ４ ． ０ ｍ ｍ ～ ２ ８ ． ６ ｍ ｍ と し た 場 合 （ 試 作
Ｎ ｏ ． ５ ～ ７ ） 、 全 て の 成 人 の 例 に つ い て 、 鼻 涙 管 内 お よ び 鼻 涙 管 開 口 部 を 含 め 涙 道 全 般
を す こ ぶ る 良 好 に 観 察 で き た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
試 作 Ｎ ｏ ． ４ と 試 作 Ｎ ｏ ． ５ と の 対 比 に お い て 、 鼻 涙 管 お よ び 鼻 涙 管 開 口 部 の 観 察 結 果 は
全 く 異 な っ て い た 。 よ っ て 、 両 者 の 中 間 で あ る 、 角 度 （ θ ） を ２ ０ 度 、 曲 率 半 径 （ ｒ ） を
３ ０ ｍ ｍ と し た 場 合 を 、 臨 界 点 と み な す こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 角 度 （ θ ） を ３ ０ °、 曲 率 半 径 （ ｒ ） を ２ ０ ． ０ ｍ ｍ と し た 場 合 （ 試 作 Ｎ ｏ ． ９ ）
も 、 鼻 涙 管 内 腔 の 観 察 自 体 に 問 題 は な か っ た も の の 、 操 作 上 、 鼻 涙 管 内 腔 位 置 に お い て 挿
入 部 先 端 を 下 方 に 向 け づ ら く 、 鼻 涙 管 開 口 部 が 少 々 見 づ ら い 例 が あ っ た 。 こ れ は 、 直 線 部
に 対 す る 相 対 的 な 角 度 が 大 き い た め と 考 え ら れ る 。 よ っ て 、 角 度 （ θ ） を ３ ０ °、 曲 率 半
径 （ ｒ ） を ２ ０ ． ０ ｍ ｍ と し た 場 合 を 限 界 と す る こ と が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 上 記 観 察 結 果 に お い て 、 涙 道 内 腔 の 観 察 部 位 が 全 く 見 え な い 状 態 が 発 生 し た と き は
、 ブ ラ イ ン ド で の 挿 入 に よ る 傷 害 を 避 け る た め 、 そ れ 以 上 の 挿 入 を 中 止 し た 。 試 作 Ｎ ｏ ．
５ ～ ９ の 涙 道 内 視 鏡 を 直 接 挿 入 し た と き は 、 涙 道 全 長 に わ た り 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で
き た の で 、 涙 道 内 腔 へ の 仮 道 形 成 な ど の 傷 害 を 有 効 に 回 避 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の 結 果 、 涙 道 全 長 に わ た り ほ ぼ 良 好 な 画 像 を 得 る た め に は 、 挿 入 部 先 端 か ら 対 物 方 向
に 延 び る 光 学 軸 が 直 線 部 の 長 手 方 向 軸 と な す 角 度 （ θ ） を ２ ０ °以 上 ３ ０ °以 下 の 範 囲 と
し 、 曲 線 部 の 曲 率 半 径 を ２ ０ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 と す る の が よ い と い え る 。 ま た
、 涙 道 全 長 に わ た り 良 好 な 画 像 を 得 る た め に は 、 角 度 （ θ ） を ２ １ °以 上 ２ ６ °以 下 と し
、 か つ 曲 率 半 径 （ ｒ ） を ２ ３ ｍ ｍ 以 上 ２ ９ ｍ ｍ 以 下 と す る の が よ く 、 涙 道 全 長 に わ た り す
こ ぶ る 良 好 な 画 像 を 得 る た め に は 、 角 度 （ θ ） を ２ １ °以 上 ２ ５ °以 下 と し 、 か つ 曲 率 半
径 （ ｒ ） を ２ ４ ｍ ｍ 以 上 ２ ９ ｍ ｍ 以 下 と す る の が よ い と い え る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 は 、 鼻 涙 管 結 石 、 鼻 涙 管 狭 窄 、 鼻 涙 管 閉 塞
な ど の 涙 道 疾 患 の 検 査 、 診 断 、 ま た は 治 療 に 際 し 、 涙 道 内 に 直 接 挿 入 し て 涙 道 全 長 に わ た
り 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き 、 し か も 、 涙 道 内 腔 へ の 仮 道 形 成 な ど の 傷 害 を 回 避 し な が
ら 容 易 に 観 察 で き る と い う 、 優 れ た 利 点 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 １ の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ １ を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ １ の 先 端 部 １ １ ３ 近 傍 の 構 造
を 示 す 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ 中 の Ｉ － Ｉ 線 で 切 断 し た と き の 拡 大 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 涙 道 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ １ の 対 物 側 に 位 置 す る 曲 線 部
１ １ ２ の 曲 線 構 造 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 人 の 涙 器 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 涙 道 内 視 鏡
１ １ 　 　 挿 入 部
１ ３ 　 　 ア ダ プ タ ー
１ ４ 　 　 分 岐 コ ー ド
１ ５ 　 　 分 岐 部
２ １ 　 　 イ メ ー ジ ガ イ ド
２ ２ 　 　 対 物 レ ン ズ
２ ３ 　 　 ラ イ ト ガ イ ド
２ ４ 　 　 内 装 チ ュ ー ブ
２ ５ 　 　 外 套 チ ュ ー ブ
６ １ 　 　 上 涙 点
６ ２ 　 　 下 涙 点
６ ３ ， ６ ４ 　 　 涙 小 管
６ ５ 　 　 総 涙 小 管
６ ６ 　 　 涙 嚢
６ ７ 　 　 鼻 涙 管
６ ８ 　 　 鼻 腔
１ １ １ 　 直 線 部
１ １ ２ 　 曲 線 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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